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(57)【要約】
【課題】光源交換時の感電の防止と内部配線の煩雑さの
改善とを実現し、かつ光源装置の組立性を向上させる。
【解決手段】ランプユニット３０を着脱自在に保持する
ランプハウス３１と外装ケースの後面３９ｃとの間には
、フィンガーガード９０が設けられている。フィンガー
ガード９０は、ノイズフィルタと第１ＡＣ電源ラインと
の電気的接続部とランプハウス３１とを仕切り、作業者
の感電を防止する。また、フィンガーガード９０には、
内部配線を保持する第１及び第２の２つのクランプ９４
、９５が設けられている。各クランプ９４、９５は、シ
ャーシ１００の床面からの高さが変えられている。これ
により、配線後に電気的接続部の絶縁処理を行う必要が
なくなり、かつ装置内の高さ方向のスペースを有効に活
用して内部配線を容易に引き回すことができるので、光
源装置の組立性が向上する。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡に照明光を供給する内視鏡用光源装置において、
　一面に開口が形成された外装ケースと、
　前記開口と対面するように前記一面に近接して配置され、前記照明光を発する光源を前
記開口から交換可能に保持する光源保持部と、
　略板状に形成され、電源の供給に用いられる電源用配線の電気的接続部と前記光源保持
部とを仕切る仕切り部材と、
　前記仕切り部材に設けられ、前記仕切り部材が固定される土台の床面に対して所定の高
さに、前記電源用配線を含む内部配線を保持するための配線保持部材とを備えたことを特
徴とする内視鏡用光源装置。
【請求項２】
　前記一面は、略直方体の箱状に形成された前記外装ケースの右又は左の側面の一方であ
り、
　前記仕切り部材は、前記外装ケースの後面と前記光源保持部との間に位置する前記電気
的接続部と前記光源保持部とを仕切ることを特徴とする請求項１記載の内視鏡用光源装置
。
【請求項３】
　冷却風の送風方向が前記各側面と略平行になるように配置され、前記冷却風によって前
記光源を冷却するファンを有し、
　前記配線保持部材は、前記一面とは反対側の前記側面と前記ファンとの間の位置で前記
内部配線を保持するように前記仕切り部材に設けられることを特徴とする請求項２記載の
内視鏡用光源装置。
【請求項４】
　前記配線保持部材は、前記ファンに電源を供給するファン用電源ラインを保持すること
を特徴とする請求項３記載の内視鏡用光源装置。
【請求項５】
　前記光源保持部に前記光源の駆動電源を供給して前記光源を点灯させる点灯手段を有し
、
　前記配線保持部材は、前記点灯手段からの前記駆動電源を前記光源保持部に供給する高
圧ケーブルを保持することを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の内視鏡用
光源装置。
【請求項６】
　前記内視鏡に送気送水用の空気を供給するポンプを有し、
　前記配線保持部材は、前記ポンプから送り出される空気を搬送するエアチューブを保持
することを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項７】
　前記仕切り部材は、第１平板部と、この第１平板部の一端から略垂直に突出する第２平
板部とを有するとともに、前記第１平板部の外側の面と前記光源保持部とが対面し、かつ
前記第２平板部の外側の面と前記一面とが対面するように配置されることを特徴とする請
求項１から６のいずれか１項に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項８】
　前記仕切り部材には、前記高さの異なる複数の前記配線保持部材が設けられることを特
徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の内視鏡用光源装置。
【請求項９】
　前記電源用配線が供給する電源は、電源コードを介して供給される交流の商用電源であ
ることを特徴とする請求項１から８のいずれか１項に記載の内視鏡用光源装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、内視鏡に照明光を供給する内視鏡用光源装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡は、体腔内を照明するための光源装置に接続される。光源装置は、光源が発した
照明光を内視鏡の内部に形成されたライトガイドに入射させる。内視鏡は、入射した照明
光をライトガイドによって案内し、体腔内に挿入される挿入部の先端から照射する。これ
により、体腔内を観察する際に、体腔内が照明される。
【０００３】
　光源装置の光源には、暗い体腔内を適切に照明するため、キセノンランプやハロゲンラ
ンプなどの高輝度のものが用いられる。こうした光源は、経時劣化によって光量が低下す
るため、定期的に交換する必要がある。光源の交換を行なう際、外装ケースや光源の保持
部材などを分解することは、作業者にとって非常に煩わしい。このため、特許文献１では
、光源をユニット化するとともに、この光源ユニットを着脱自在に保持するランプハウス
と、ランプハウスにアクセスするための光源交換用扉とを光源装置に設け、光源交換用扉
から光源ユニットごと光源を交換できるようにすることで、作業性の向上を図っている。
【特許文献１】特開２００４－２５４７６０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記のような光源装置には、組立性が悪いという問題がある。光源装置の組立性を低下
させている要因の１つに、電源供給に用いられる配線の電気的接続部の絶縁処理がある。
光源装置は、電源コードを介して供給される交流の商用電源（以下、ＡＣ電源と称す）を
基に、光源を点灯させる。光源ユニットの交換を行なう場合、安全性を考慮すれば電源コ
ードをコンセントから抜いた状態で作業を行なうことが好ましい。
【０００５】
　ところが、多数の検査機器が設置されている検査室では、対象となる光源装置の電源コ
ードを選択的に引き抜くことが難しく、他の機器の電源コードを誤って引き抜いてしまう
恐れがある。また、光源装置がカートやラックなどに組み付けられている場合、電源コー
ドに手が届き難いなど、電源コードを引き抜くこと自体が難しい場合がある。このため、
実際の医療現場では、電源コードをコンセントに接続したまま光源ユニットの交換作業を
行なってしまうことが多い。
【０００６】
　ＡＣ電源を電源回路などに供給する配線（以下、ＡＣ電源ラインと称す）の電気的接続
部が露呈していると、電源コードをコンセントに接続したまま光源ユニットの交換作業を
行なった場合に、前記電気的接続部に不意に指が触れ、作業者が感電してしまう危険性が
ある。このため、光源装置では、ＡＣ電源ラインの電気的接続部に専用のカバーを設けた
り、熱収縮チューブで覆ったりして、電気的接続部の絶縁処理を行う必要があるが、こう
した絶縁処理が組立性を低下させる要因になっていた。また、専用のカバーなどを設ける
と、コストアップの要因にもなる。
【０００７】
　光源装置の組立性を低下させている他の要因として、ＡＣ電源ラインを含む内部配線の
引き回しがある。近年、光源装置を含む内視鏡システムでは、装置の小型化が進められて
おり、これにともなって内部配線を引き回すスペースも減少する傾向にある。また、光源
装置では、各配線を装置の床面にしか固定することができなかったため、部品間を縫うよ
うに這わせるなど、内部配線の引き回しがどうしても煩雑になり、こうした内部配線の引
き回しの煩雑さが組立性を低下させる要因になっていた。
【０００８】
　また、各配線を床面に一まとめにすると、信号ラインにＡＣ電源ラインなどが隣接し、
信号ラインにノイズが乗り易くなるという問題も生じる。さらには、内視鏡に送気送水用
の空気を供給する送気送水機能を備えた光源装置において各配線を床面に一まとめにする
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と、空気を搬送するエアチューブの経路が直線状にならないため、アップダウンや線長の
ロスから管路抵抗が大きくなってしまうという問題も生じる。そして、こうしたノイズや
管路抵抗の問題は、各配線の引き回し具合によって異なるため、光源装置に個体差を与え
てしまう要因にもなる。
【０００９】
　内部配線の煩雑さの改善策として、内部配線を保持する専用の支柱などを設けて、各配
線を床面以外のところにも固定できるようにすることが考えられる。しかしながら、こう
した支柱などを別途設けると、当然、コストアップの要因になってしまう。
【００１０】
　本発明は、上記課題を鑑みてなされたものであり、コストアップを招くことなく光源交
換時の感電の防止と内部配線の煩雑さの改善とを実現し、かつ光源装置の組立性を向上さ
せることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上記目的を達成するため、本発明の内視鏡用光源装置は、一面に開口が形成された外装
ケースと、前記開口と対面するように前記一面に近接して配置され、前記照明光を発する
光源を前記開口から交換可能に保持する光源保持部と、略板状に形成され、電源の供給に
用いられる電源用配線の電気的接続部と前記光源保持部とを仕切る仕切り部材と、前記仕
切り部材に設けられ、前記仕切り部材が固定される土台の床面に対して所定の高さに、前
記電源用配線を含む内部配線を保持するための配線保持部材とを備えたことを特徴とする
。
【００１２】
　なお、前記一面は、略直方体の箱状に形成された前記外装ケースの右又は左の側面の一
方であり、前記仕切り部材は、前記外装ケースの後面と前記光源保持部との間に位置する
前記電気的接続部と前記光源保持部とを仕切ることが好ましい。
【００１３】
　また、冷却風の送風方向が前記各側面と略平行になるように配置され、前記冷却風によ
って前記光源を冷却するファンを有し、前記配線保持部材は、前記一面とは反対側の前記
側面と前記ファンとの間の位置で前記内部配線を保持するように前記仕切り部材に設けら
れることが好ましい。
【００１４】
　さらに、前記配線保持部材は、前記ファンに電源を供給するファン用電源ラインを保持
することが好ましい。
【００１５】
　なお、前記光源保持部に前記光源の駆動電源を供給して前記光源を点灯させる点灯手段
を有し、前記配線保持部材は、前記点灯手段からの前記駆動電源を前記光源保持部に供給
する高圧ケーブルを保持することが好ましい。
【００１６】
　また、前記内視鏡に送気送水用の空気を供給するポンプを有し、前記配線保持部材は、
前記ポンプから送り出される空気を搬送するエアチューブを保持することが好ましい。
【００１７】
　さらに、前記仕切り部材は、第１平板部と、この第１平板部の一端から略垂直に突出す
る第２平板部とを有するとともに、前記第１平板部の外側の面と前記光源保持部とが対面
し、かつ前記第２平板部の外側の面と前記一面とが対面するように配置されることが好ま
しい。
【００１８】
　なお、前記仕切り部材には、前記高さの異なる複数の前記配線保持部材が設けられるこ
とが好ましい。
【００１９】
　また、前記電源用配線が供給する電源は、電源コードを介して供給される交流の商用電
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源であることが好ましい。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明では、電源用配線の電気的接続部と照明光を発する光源を交換可能に保持する光
源保持部とを仕切る仕切り部材を設けた。仕切り部材は、指の進入を防止することで、光
源を交換する作業者の感電を防ぐ。これにより、配線後に電気的接続部の絶縁処理を行う
必要がなくなるので、内視鏡用光源装置の組立性が向上する。また、本発明では、内部配
線を保持する配線保持部材を仕切り部材に設けた。これにより、内部配線を容易に引き回
すことができるので、内視鏡用光源装置の組立性が向上する。さらに、仕切り部材は、構
成が簡素であり、かつ配線保持部材を支持する支柱などを新たに設ける必要がないので、
コストアップを抑えることもできる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　図１は、内視鏡システム２の構成を概略的に示す斜視図である。内視鏡システム２は、
患者の体腔内を撮影する電子内視鏡１０と、内視鏡画像を生成するプロセッサ装置（内視
鏡用光源装置）１２と、内視鏡画像を表示するモニタ１４と、体腔内に送り込む水を貯留
する送水タンク１６とからなる。プロセッサ装置１２は、内視鏡画像を生成する機能に加
えて、体腔内を照明するための照明光を供給する機能と、送気送水用の空気を供給する機
能とを有している。
【００２２】
　電子内視鏡１０は、患者の体腔内に挿入される挿入部１８と、挿入部１８の基端部分に
連設され、術者が手元で操作を行なう操作部２０と、この操作部２０から延びるユニバー
サルコード２２とからなる。ユニバーサルコード２２の操作部２０と反対側の端部には、
プロセッサ装置１２から供給される照明光、及び空気を取り込むための第１コネクタ２４
と、電源や各種の制御信号の伝送に用いられる第２コネクタ２５とが設けられている。電
子内視鏡１０は、これらの各コネクタ２４、２５を介してプロセッサ装置１２に着脱自在
に接続される。
【００２３】
　第１コネクタ２４には、送気送水チューブ２６が着脱自在に接続されるジョイントが設
けられている。送水タンク１６は、この送気送水チューブ２６を介して第１コネクタ２４
に接続される。プロセッサ装置１２から供給される空気は、第１コネクタ２４を介して電
子内視鏡１０内に形成された送気チャンネルに送り込まれるとともに、送気送水チューブ
２６に送り込まれる。送気送水チューブ２６には、プロセッサ装置１２から供給される空
気を送水タンク１６に送り込んで送水タンク１６内に圧力を加える送気用の管路と、加え
られた圧力によって押し出される送水タンク１６内の水を送り出す送水用の管路とが形成
されている。この送水用の管路は、第１コネクタ２４で電子内視鏡１０内に形成された送
水チャンネルに接続される。
【００２４】
　電子内視鏡１０の送気チャンネル、及び送水チャンネルは、操作部２０に設けられた送
気送水バルブ２７によって閉塞されている。送気送水バルブ２７は、２段階押下操作構造
になっている。送気送水バルブ２７を１段階押下操作すると、送気チャンネルが開通し、
プロセッサ装置１２から供給された空気が挿入部１８の先端に形成された送気送水口から
吐出される。そして、送気送水バルブ２７を２段階押下操作すると、送気チャンネルが閉
塞して送水チャンネルが開通し、送水タンク１６から送り出された水が送気送水口から吐
出される。
【００２５】
　図２は、プロセッサ装置１２の構成を概略的に示すブロック図である。プロセッサ装置
１２は、照明光を発するキセノンランプ８０（図３参照）が取り付けられたランプユニッ
ト３０を着脱自在に保持するランプハウス（光源保持部）３１と、ランプハウス３１に冷
却風を吹き付けてランプユニット３０を冷却するファン３２と、キセノンランプ８０の駆
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動電源をランプハウス３１に供給して照明光を点灯／消灯させる点灯装置（点灯手段）３
３と、送気送水用の空気を供給するポンプ３４と、プロセッサ装置１２の各部を統括的に
制御する制御回路３５と、電源コード３６を介して供給されるＡＣ電源のノイズを除去す
るノイズフィルタ３７と、ノイズフィルタ３７から出力されるＡＣ電源に対してＡＣ／Ｄ
Ｃ変換や電圧変換を行い、プロセッサ装置１２の各部に供給する電源回路３８と、これら
の各部を覆う外装ケース３９とを備えている。
【００２６】
　外装ケース３９は、略直方体の箱状に形成されている。外装ケース３９の前面３９ａに
は、第１コネクタ２４が接続されるソケット部４０が設けられている。外装ケース３９の
左側面３９ｂには、ランプハウス３１にアクセスしてランプユニット３０の交換を行なう
ためのアクセス開口４１と、このアクセス開口４１を塞ぐ閉じ位置（実線で示す位置）と
アクセス開口４１を露呈させる開き位置（二点鎖線で示す位置）との間で移動するランプ
交換用扉４２とが設けられている。ランプ交換用扉４２は、ヒンジを介して回動自在に外
装ケース３９に取り付けられ、ヒンジを軸にして回転することで閉じ位置と開き位置とに
移動する。
【００２７】
　外装ケース３９の後面３９ｃには、電源コード３６のコネクタ部３６ａが着脱自在に接
続される電源コネクタ４４が設けられている。電源コネクタ４４は、第１ＡＣ電源ライン
（電源用配線）４６を介してノイズフィルタ３７に接続されている。ノイズフィルタ３７
は、第２ＡＣ電源ライン４８を介して電源回路３８に接続されている。これにより、ノイ
ズフィルタ３７によってノイズが除去されたＡＣ電源が電源回路３８に入力される。
【００２８】
　ファン３２は、ファン用電源ライン５０を介して制御回路３５に接続されている。制御
回路３５は、照明光を点灯させる際、点灯装置３３に照明光の点灯を指示するとともに、
ファン用電源ライン５０を介してファン３２に電源を供給し、ファン３２を駆動させる。
【００２９】
　点灯装置３３は、高圧ケーブル５２を介してランプハウス３１に接続されている。この
点灯装置３３は、いわゆる定電流回路である。点灯装置３３は、制御回路３５から照明光
の点灯が指示されると、電源回路３８から供給される電源を基に定電流を生成する。そし
て、高圧ケーブル５２を介して定電流をランプハウス３１に供給することにより、照明光
を点灯させる。
【００３０】
　ポンプ３４には、空気を搬送するエアチューブ５４が接続されている。エアチューブ５
４は、一端がポンプ３４の空気吐出口に接続され、他端がソケット部４０の送気管路に接
続される。これにより、ポンプ３４から送り出された空気が、エアチューブ５４、ソケッ
ト部４０、及び第１コネクタ２４を介して電子内視鏡１０の送気チャンネルに搬送される
。
【００３１】
　ランプハウス３１は、外装ケース３９の左側面３９ｂと近接し、かつランプユニット３
０の挿入口７５（図３参照）がアクセス開口４１と対面するように配置されている。外装
ケース３９の前面３９ａに設けられたソケット部４０は、接続された第１コネクタ２４の
ライトガイド棒の中心軸とランプユニット３０から発せられる照明光の光軸とが一致する
ように配置されている。
【００３２】
　ランプハウス３１とソケット部４０との間には、集光レンズ６０とターレット６２とが
設けられている。集光レンズ６０は、ソケット部４０に接続された第１コネクタ２４のラ
イトガイド棒の光入射面に照明光を集光する。ターレット６２は、円板状に形成され、プ
ロセッサ装置１２の内部に回動自在に保持される。このターレット６２には、ランプユニ
ット３０が発する照明光を通過させる開口６２ａと、ランプユニット３０のキセノンラン
プ８０の発光が検査中に意図せず停止してしまった際に用いられる予備光源６２ｂとが設
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けられている。開口６２ａと予備光源６２ｂとは、ターレット６２の回転軸に対して同心
円状に配置されている。
【００３３】
　ターレット６２の回転軸は、照明光の光軸と平行になっている。そして、ターレット６
２は、回転することによって開口６２ａと予備光源６２ｂとを照明光の光軸上に配置する
。これにより、キセノンランプ８０が正常に発光している際には、開口６２ａを光軸上に
配置することで、キセノンランプ８０の照明光を電子内視鏡１０に供給し、キセノンラン
プ８０に異常が生じた際には、予備光源６２ｂを光軸上に配置することで、予備光源６２
ｂの照明光を電子内視鏡１０に供給することができる。
【００３４】
　集光レンズ６０、及びターレット６２の右側には、干渉防止板６４が設けられている。
この干渉防止板６４は、エアチューブ５４などの内部配線がターレット６２に絡まったり
、内部配線が照明光を遮ったりすることを防止する。
【００３５】
　図３に示すように、ランプハウス３１は、ベース板７０と、このベース板７０の一端部
に取り付けられた側板７１と、この側板７１に取り付けられた上板７２と、この上板７２
の側板７１と反対側の端部を支える一対の支柱７３、７４とによって、３面が開放された
箱状に形成されている。ランプハウス３１の内部空間は、ランプユニット３０の外形に対
応しており、ランプユニット３０が嵌入するように構成されている。
【００３６】
　ランプハウス３１は、ベース板７０、上板７２、及び各支柱７３、７４で構成される開
放面が、ランプユニット３０を挿抜する挿入口７５になっている。そして、前述のように
、ランプハウス３１は、この挿入口７５がアクセス開口４１と対面するように配置される
。残り２つの開放面のうち、外装ケース３９の後面３９ｃと向き合う開放面には、幅狭な
直方体状の外形を有するファン３２が取り付けられている。ファン３２は、冷却風の送風
方向が左側面３９ｂと平行になるように取り付けられる。これにより、ファン３２から吹
き出された冷却風が、ランプハウス３１の内部空間を通って外装ケース３９の前面３９ａ
と向き合う開放面から抜け、ランプユニット３０が冷却される。また、前面３９ａと向き
合う開放面は、冷却風の通気口になるとともに、保持したランプユニット３０から発せら
れる照明光の出射口になる。
【００３７】
　側板７１の内面には、一対の電極７６、７７が設けられている。ランプユニット３０は
、これらの各電極７６、７７を介して点灯装置３３から供給された電源をランプユニット
３０に印加する。
【００３８】
　ランプユニット３０は、キセノンランプ８０、ヒートシンク８１、８２、ランプホルダ
８３、イジェクタ取付板８４、イジェクタ８５、８６、及びイジェクタロック８７、８８
で構成されている。光源であるキセノンランプ８０は、ヒートシンク８１、８２に保持さ
れて固定される。ヒートシンク８１、８２は、アルミニウムなどの熱伝導性の良い材料が
用いられ、キセノンランプ８０の熱を効率よく放熱できるように多数のフィンが放射線状
に形成されている。各ヒートシンク８１、８２は、キセノンランプ８０に電源を印加する
ための電極にもなっている。各ヒートシンク８１、８２は、ランプユニット３０をランプ
ハウス３１に装着した際に、ランプハウス３１の各電極７６、７７と接触し、ランプハウ
ス３１との電気的接続を得る。
【００３９】
　各ヒートシンク８１、８２は、板状に形成されたランプホルダ８３に保持される。この
ランプホルダ８３には、エポキシ樹脂などの熱伝導性の低い材料が用いられる。ランプホ
ルダ８３は、ランプユニット３０をランプハウス３１に装着した際に、挿入口７５を塞ぐ
蓋になる。これにより、ランプホルダ８３は、ランプユニット３０の交換作業者などが、
高温になったキセノンランプ８０や各ヒートシンク８１、８２に触れてしまうことを防止
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する。
【００４０】
　ランプホルダ８３には、各ヒートシンク８１、８２が取り付けられた面と反対側の面に
、イジェクタ取付板８４が固定されている。イジェクタ取付板８４には、その両端部に各
イジェクタ８５、８６が揺動自在に取り付けられている。イジェクタ８５には、ランプハ
ウス３１の支柱７３に係合する溝８５ａが形成されている。同様に、イジェクタ８６には
、支柱７４に係合する溝８６ａが形成されている。
【００４１】
　イジェクタ取付板８４には、各イジェクタ８５、８６の他に、各イジェクタロック８７
、８８が揺動自在に取り付けられている。イジェクタロック８７には、イジェクタ８５に
形成された係合突起８５ｂと係合する係合溝８７ａが形成されている。同様に、イジェク
タロック８８には、イジェクタ８６に形成された係合突起８６ｂと係合する係合溝８８ａ
が形成されている。
【００４２】
　ランプユニット３０をランプハウス３１に装着する際には、まず、図３に示すように、
各イジェクタ８５、８６、及び各イジェクタロック８７、８８を起こした状態で、ランプ
ユニット３０をランプハウス３１に挿入し、各電極７６、７７と各ヒートシンク８１、８
２を接触させる。この後、各イジェクタ８５、８６を倒して各溝８５ａ、８６ａを各支柱
７３、７４に係合させる。そして、各イジェクタロック８７、８８を倒し、各係合突起８
５ｂ、８６ｂと、各係合溝８７ａ、８８ａとを係合させる。これにより、各イジェクタ８
５、８６が固定され、図４に示すように、ランプユニット３０がランプハウス３１に装着
される。
【００４３】
　図２、及び図４に示すように、外装ケース３９の後面３９ｃとファン３２との間には、
フィンガーガード（仕切り部材）９０が設けられている。フィンガーガード９０は、平板
を略直角に折り曲げて成形され、第１平板部９１と、この第１平板部９１の一端から略垂
直に突出する第２平板部９２とを有している。このような形状とすることにより、安価に
フィンガーガード９０の強度を高めることができる。
【００４４】
　フィンガーガード９０は、第１平板部９１の外側の面（第２平板部９２が突出する面と
反対側の面）がランプハウス３１と対面し、かつ第２平板部９２の外側の面が左側面３９
ｂと対面するように配置され、プロセッサ装置１２の土台であるシャーシ１００に固定さ
れる。
【００４５】
　ノイズフィルタ３７と第１ＡＣ電源ライン４６との電気的接続部４６ａは、ランプハウ
ス３１と後面３９ｃとの間に位置している。このため、電気的接続部４６ａが露呈してい
ると、ランプユニット３０の交換の際に、不意に指が電気的接続部４６ａに触れ、作業者
が感電してしまう危険性がある。フィンガーガード９０は、ランプハウス３１と電気的接
続部４６ａとを仕切り、電気的接続部４６ａ側への指の進入を防止することによって、作
業者の感電を防ぐ。
【００４６】
　フィンガーガード９０の高さは、プロセッサ装置１２の内部空間の高さに応じて形成さ
れており、内部空間の高さ方向の全域を塞ぐようにランプハウス３１と電気的接続部４６
ａとを仕切る。第１平板部９１の横幅は、ファン３２の横幅よりも広く形成されている。
第１平板部９１には、ファン３２の通気口となる開口９１ａが形成されている。また、外
装ケース３９の後面３９ｃには、開口９１ａと略対面する位置に、複数の貫通孔からなる
吸気口１０２が形成されている。
【００４７】
　第１平板部９１には、第２平板部９２と反対側の端部に、第１及び第２の２つの屈曲部
９１ｂ、９１ｃが形成されている。第１屈曲部９１ｂは、第１平板部９１の上端に接して
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形成されている。第２屈曲部９１ｃは、第１平板部９１の中央付近に形成されている。各
屈曲部９１ｂ、９１ｃは、第１平板部９１に対して略直角に折り曲げられている。
【００４８】
　第１屈曲部９１ｂには、プロセッサ装置１２の内部配線を保持する第１クランプ（配線
保持部材）９４が設けられている。同様に、第２屈曲部９１ｃには、第２クランプ（配線
保持部材）９５が設けられている。図５に示すように、第１クランプ９４は、ファン用電
源ライン５０とエアチューブ５４とを保持する。一方、第２クランプ９５は、高圧ケーブ
ル５２を保持する。また、各ＡＣ電源ライン４６、４８（図示は４８のみ）は、束線バン
ドなどによってシャーシ１００の床面１００ａに保持される。
【００４９】
　このように、フィンガーガード９０は、各クランプ９４、９５により、床面１００ａか
らの高さを変えて各配線を保持する。また、各クランプ９４、９５は、ファン３２よりも
幅広に形成された第１平板部９１の端部に設けられており、外装ケース３９の右側面３９
ｄ（図２参照）とファン３２との間の位置で各配線を保持する。なお、各クランプ９４、
９５が保持する内部配線は、上記に限定されるものではない。
【００５０】
　従来は、第１ＡＣ電源ライン４６をノイズフィルタ３７に配線した後、その電気的接続
部４６ａの絶縁処理を行う必要があった。これに対し、本実施形態では、フィンガーガー
ド９０で指の進入を防止することにより、作業者の感電を防ぐので、配線後に絶縁処理を
行う必要がなく、プロセッサ装置１２の組立性を向上させることができる。また、平板を
折り曲げて成形されるフィンガーガード９０は、専用のカバーなどに比べて形状が簡素で
あるため、感電の防止にともなうコストアップを抑えることもできる。
【００５１】
　また、従来は、各内部配線をシャーシ１００の床面１００ａに一まとめに固定していた
ため、内部配線の引き回しが煩雑になっていた。これに対し、本実施形態では、フィンガ
ーガード９０に設けられた各クランプ９４、９５によって内部配線を保持できるようにし
た。これにより、装置内の高さ方向のスペースを有効に活用し、内部配線を容易に引き回
すことができるので、プロセッサ装置１２の組立性を向上させることができる。
【００５２】
　また、感電を防止するフィンガーガード９０に各クランプ９４、９５を設けたので、専
用の支柱などを別途設ける必要がなく、部品点数を削減して、内部配線の煩雑さの改善に
ともなうコストアップを抑えることができる。さらに、内部配線の引き回しを容易にする
ことで、内部配線の引き回し具合にバラツキが生じることが抑えられるので、プロセッサ
装置１２に個体差が生じることも防ぐことができる。なお、配線にフェライトコアを取り
付ける場合には、フェライトコアをフィンガーガード９０で保持するようにしてもよい。
【００５３】
　また、床面１００ａからの高さを変えて複数のクランプ９４、９５を設けることにより
、各配線の間隔を適切に空けることができるので、配線同士の電磁干渉にともなうノイズ
を防止することもできる。さらに、エアチューブ５４を適切な高さのクランプ９４、９５
に保持させることにより、エアチューブ５４を直線的に引き回すことができるので、アッ
プダウンや線長のロスにともなう管路抵抗を抑えることができる。
【００５４】
　また、本実施形態では、各クランプ９４、９５が、右側面３９ｄとファン３２との間の
位置で各配線を保持するようにした。これにより、内部配線がファン３２に掛かることが
防止され、吸気口１０２から開口９１ａを介してファン３２へと至るファン３２の風の通
り道が適切に確保されるので、ランプユニット３０を効率よく冷却することができる。
【００５５】
　なお、上記実施形態では、第１平板部９１と第２平板部９２とからなるフィンガーガー
ド９０を仕切り部材として示したが、仕切り部材の形状は、これに限ることなく、電気的
接続部と光源保持部とを仕切れるものであれば、如何なる形状でもよい。また、上記実施
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形態では、電源用配線の電気的接続部として、ノイズフィルタ３７と第１ＡＣ電源ライン
４６との電気的接続部４６ａを示したが、電気的接続部は、これに限ることなく、例えば
、電源コネクタ４４と第１ＡＣ電源ライン４６との電気的接続部など、プロセッサ装置１
２の主電源を落した状態でも感電の恐れがあり、かつランプユニット３０の交換時に触れ
てしまいそうなものであれば、如何なるものでもよい。さらに、上記実施形態では、電源
用配線が供給する電源としてＡＣ電源を示したが、これに限ることなく、例えば、電池か
ら供給される電源でもよい。
【００５６】
　なお、上記実施形態では、アクセス開口４１を外装ケース３９の左側面３９ｂに形成し
たが、これに限ることなく、右側面や上面など外装ケース３９の任意の面に形成して良い
。また、上記実施形態では、光源であるキセノンランプ８０を保持したランプユニット３
０を着脱自在に保持するランプハウス３１を光源保持部として示したが、光源保持部は、
これに限ることなく、光源自体を着脱自在に保持するものでもよい。さらに、光源は、キ
セノンランプ８０に限ることなく、例えば、ハロゲンランプやメタルハライドランプなど
でもよい。
【００５７】
　なお、上記実施形態では、電子内視鏡１０を内視鏡として示したが、内視鏡は、これに
限ることなく、例えば、超音波内視鏡などでもよい。また、上記実施形態では、患者を被
検体とする医療用の内視鏡を示したが、内視鏡は、これに限ることなく、配管などを被検
体とする工業用のものでもよい。また、上記実施形態では、電子内視鏡１０を着脱自在に
したが、洗浄の必要がない工業用の内視鏡に本発明を適用する場合には、内視鏡が一体に
なっていてもよい。さらに、上記実施形態では、光源装置の機能と送気送水装置の機能と
を備えたプロセッサ装置１２に本発明を適用した例を示したが、本発明は、これに限るこ
となく、プロセッサ装置や送気送水装置と別体になった光源装置に適用してよい。
【図面の簡単な説明】
【００５８】
【図１】内視鏡システムの構成を概略的に示す斜視図である。
【図２】プロセッサ装置の構成を概略的に示すブロック図である。
【図３】ランプユニットとランプハウスとの構成を示す斜視図である。
【図４】ランプユニットがランプハウスに装着された状態を示す斜視図である。
【図５】内部配線の保持の一例を示す説明図である。
【符号の説明】
【００５９】
　２　内視鏡システム
　１０　電子内視鏡
　１２　プロセッサ装置（内視鏡用光源装置）
　３０　ランプユニット
　３１　ランプハウス（光源保持部）
　３２　ファン
　３３　点灯装置（点灯手段）
　３４　ポンプ
　３６　電源コード
　３９　外装ケース
　３９ｂ　左側面
　３９ｃ　後面
　４１　アクセス開口
　４６　第１ＡＣ電源ライン（電源用配線）
　４６ａ　電気的接続部
　５０　ファン用電源ライン
　５２　高圧ケーブル
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　５４　エアチューブ
　８０　キセノンランプ（光源）
　９０　フィンガーガード（仕切り部材）
　９４　第１クランプ（配線保持部材）
　９５　第２クランプ（配線保持部材）
　１００　シャーシ（土台）
　１００ａ　床面

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】



专利名称(译) 内视镜用光源装置

公开(公告)号 JP2009201924A 公开(公告)日 2009-09-10

申请号 JP2008049939 申请日 2008-02-29

[标]申请(专利权)人(译) 富士写真光机株式会社

申请(专利权)人(译) 富士公司

[标]发明人 内田毅章

发明人 内田 毅章

IPC分类号 A61B1/06

FI分类号 A61B1/06.B A61B1/06.510

F-TERM分类号 4C061/FF42 4C061/GG01 4C061/GG02 4C061/GG13 4C061/QQ01 4C161/FF42 4C161/GG01 4C161
/GG02 4C161/GG13 4C161/QQ01

代理人(译) 小林和典
饭岛茂

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：为了防止在改变光源时的电击并实现内部布线的费力的
改善，并且改善光源装置的组装可操作性。ŽSOLUTION：手指防护装置
90安装在灯罩31和外壳的后表面39c之间，灯罩31保持灯单元30以使其
可以安装和拆卸。手指防护装置90将连接噪声滤波器和第一AC电源线的
电连接器与灯罩31分开，以防止工人受到电击。另外，手指防护装置90
配备有两个第一和第二夹具94和95，它们保留内部布线。夹具94和95从
底盘100的底面的水平是不同的。因此，在布线之后不需要电连接器的绝
缘，并且通过有效地利用设备中的高度空间可以容易地布置内部布线，
因此提高了光源设备的组装可操作性。Ž

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/76f709fc-0217-4fdd-be5c-bdf3d83c13da
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/041144764/publication/JP2009201924A?q=JP2009201924A

